
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい授業づくりの文化をつくる  
Update-A  

「能力ベイスの授業づくり実践講座」 
 

令和６年８月３０日実施 Update-Aプラン通信 第１０号 中理 授業研究会 

―講座の目的－ 

①未知の問題場面に出会っても、解決に向けて行動できる汎用的な力

（資質・能力）を子供たちに育むため、学習指導要領に基づいた授業づく

りについて実践を通して主体的に学ぶ。 

②教師同士のネットワークを構築し、講座での学びを吹田市内で広げると

ともに、自校でのOJTに生かすことにより、学習指導要領に基づいた授

業づくりの文化を築く。 

―講座の目標― 

 

吹田市の全小中学校が学習指導要領

に基づいた授業づくりに取り組む。 

 

中理教材研究会  ８月３０日（金）  

単元名：生物の体とつくりとはたらき ３章動物のからだとつくりとはたらき 

 
A プラン「能力ベイスの授業づくり実践講座」では、教材研究会と授業研究会を１セットとして実施しています。今

回は中学校理科の授業研究会を行いました。本時では、探究課題の解決に向けた対照実験の考察をご提案いただ

きました。齊藤先生より、本時の授業を振り返りながら、生徒がプロセスを描くためのポイントについてご指導いた

だきました。 

Whyなぜ学ぶのか

子供達が身につけるべき資質・能力は？

What何を学ぶのか

子供達の学習対象は？

Howどのように学
ぶのか

子供達の学習過程は？

【知識及び技能】 

消化における物質の変化については現象として視覚的にと 

らえた後、日常生活につなげながら日常的な部分からと 

らえていくことで現象を科学的に理由付けしていきたい。 

【思考力・判断力・表現力】 

消化酵素がはたらきやすい条件を、日常生活に結び付けて見通

しをもって対照実験を論理的に立案させたい。 

【学びに向かう力、人間性等】 

既習事項を活用し、得られた 結果を分析し、解釈させることで 

デンプンと消化酵素にまつわる関係性を理解させ、日常生活に

紐づけて他教科横断した知識を身につけさせたい。 

学習指導要領では、各教科において言語活動の充実を図るこ

とが求められており、理科の授業においてもその取組を図るこ

とが重要である。そこで、言語活動の充実を図る日常生活との

かかわりを持たせた課題を作成し、課題解決に向けた学習を進

める。本単元の指導においては、消化における物質の変化につ

いては現象として視覚的にとらえた後、日常生活につなげなが

ら日常的な部分から捉えていくことで現象を科学的に理由付 

けしていきたい。さらに計画立案の際には、単元を通して対照

実験意識させ、条件制御の考え方を働かせることで問題解決の

過程を意識させたい。 

単
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時 学習活動 

１ 〇単元の概要を知る 

２ 〇概要を検証する 

３ 〇概要を検証した考察 

〇実験計画の立案 

４ 〇探究課題の実験実施 

５ 
【本時】 

〇探究課題の結果 

〇考察の発表 

 

講  師   

NPO法人  

エデュ・ネットワーク・プラン 代表理

事 

    齊 藤  一 弥 氏 
横浜市公立学校教諭、横浜市教育委員会勤務、

横浜市立小学校校長、島根県立大学教授を経

て、現職。 

現行学習指導要領の作成に関わるとともに、高

知県において学力向上総括専門官、教育課程推

進専門官として授業改革に取組み、成果を上げ

ている。 

齊藤先生のお話は、裏面へ 

授業者の提案 

授業者の実践から学ぶ 授業づくりのポイント 

子供が科学的探究プロセスを描くための教師の役割 
➡子供が科学的探究としてのプロセスを描くには、授業のポイントで「その次どんなことが考えられるかな？」「どんなふうに

すればよりいつでも使えるものになるかな？」といった科学に着眼できるような教師の問いかけが大切です。 

見かけの学習活動になっていないかを見極める 
➡端末を活用したデータベースの検索では、それを支える教師の役割はこれまで以上に大きい。生徒がどんなようなことを

今追究していて、どんなようなところにアクセスをして、どんな情報を入手しようとしてるか 丁寧に見ることが必要です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●規則性・関連性から

知識の一般化・体系

化につなげること、

それを言語化するこ

とは、教科内の話で

はなく、社会生活に

おいても必要な力だ

と感じているので、

これからの授業づく

りに生かしていきた

いと感じました。 

●生徒達が主体的に

学びを深めようとす

る姿勢を持ち続けら

れるためには、教師

の学びのアップデー

トが大切だと思いま

した。他の先生方の

授業の仕方や考えを

聞きながらより良い

授業を目指し続けた

いです。 

受講者の感想 

齊藤先生より 理科の目標 自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探究す

るために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
 

Why なぜ学ぶのか

子供達が身につけるべき資質・能力は？
What 何を学ぶのか

子供達の学習対象は？
How どのように

学ぶのか
子供達の学習過程は？

１ 探究プロセスの描き手 本時の授業を時系列でふりかえってみると・・・ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

２ 「授業の景色を変える」ことの背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比較・関連付け 規則性 関連性 一般化 体系化 データベースへの検索

 

 

 

 

 

 

いくつかグループの結果を

比較、検討、関連付けをす

る仕事が科学的探究プロ

セスの中で一番重要な部

分。比較は小 3、関連付け

は小４で学ぶが、その後中

３まで繰り返し出てくる仕

事。 

 

いかに比較・関連付けをす

るか 

→どの部分とどの部分を

比較したり関連付けようと

しているのか話題の可視

化が重要。 

A B C 

解 

話題の可視化 

 

解決した解にどのような規

則性や関連性があるのか

整理をする。 

規則性、関連性が中学校の

学習で大事にしていきた

いポイント。 

可視化したものを今度は、

言語化することが大事。 

言語化は、自分の解につい

て規則や関連に関心を持

ちながら整理していく仕

事。 

14:00 ダイコンがつけ合わせに使われる理由とは？ 14:２５最善の組み合わせは？ 

「 最 善の組み合わせ

は？」と問うことによっ

て、今まで見つけてきた

ものをさらに一歩進め

て、科学の世界で大事な

体系というものに関心

をもたせようという先生

の意図がある。 

＝いつでも使えるもの

にしていく。 

もう少し時間が進んでい

くと概念化となる。 

先生「覚えるばかりではなく、生活に

落とし込んでいきたいね」・・・理科で

の学びを生活の中に生かす。 

一般性に対して、より関心を持てるよ

うに、生徒に問いを投げ続けた。 

 

ここから検索が始まっていくが、重要

なポイントは、「つけ合わせに大根おろ

しが使われている料理」といった検索

でヒットしてしまうと、 「組み合わせ」

について関心が弱くなる。この視点か

ら、献立を本当は探すことが 1 番理

想。 

14:３２献立を考えよう 

ポイントで先生が、「その次どんなことが考えられるかな？」「どんなふうにすればより

いつでも使えるものになるかな？」と科学として大事なところに着眼ができるように問

いかけをして探究プロセスを生徒が描くことを大切にしてほしい。 

今、現行の学習指導要領で言われてるのは、「プロセス志向」 

もちろん内容を理解することも大事だれども、それと同じくらいいか、むしろそれより

も重要なのが、この「プロセス志向」と言われているプロセスを描く力 

「献立を考えよう」の場面で生徒たちはデータベースに検索を始めた。自分の目的に応じてデータを引き寄せることはとても大

事。今回は情報との関わり方について話題にしたい。 

教師が知識や経験を得て、それを生徒たちに

伝えたり、生徒たちは互いに共有したりする

関係だった。教師は、簡単に言うと情報の伝

達者。ある意味、ゲートキーパー（助言者）

である。良き相談相手、良き支援者という意

味合い。当時は、生徒間の協働性を重視して

いて、一方的に教師だけではなく、生徒間の

やり取りを大切にしていかなければいけな

いと言われていた。 

教師 

経験 知識 

生徒 生徒 

1990代当時 当時の将来像 

知識・経験 

データベース 

教師 

生徒 生徒 

これからの時代は、教師と同様に生徒がデ

ータベースにアクセスできる。 

今日のデータベースへの検索はもちろんこ 

こでの対象。ICTの活用と言われるが、そ 

の裏側で 1番重要な話は、学習の組み立て 

方を大きく変えていくところに関心を持つ 

必要があるのではないか。 

今まで情報は先生がコントロールしていて 

みんな同じ情報が与えられていた。 

これからの時代は、生徒が何をどんな形で 

見ているかは自由。グループや個人によっ

て違う。そうなると先生は、生徒たちが得た情報に対してしっかりと把握してい

かなければならない。これまでゲートキーパー的な役割がさらに一段高くなっ

て、個の違いに応じたゲートキーパーとしての役割というものが非常に重要にな

ってくる。 

フロリダ州立大学 R・K・ブランソン 

学校教育の過去・現在・未来のモデル（Branson,1990） 

全国的には、単元内自由進度とか自学とか、そういった形で子供だけで行う授業

が各地で実践がされているが、見かけ上学んでいるが、それを支える教師の役割

はこれまで以上に大きい。生徒がどんなようなことを今追究していて、どんなよ

うなところにアクセスをして、どんな情報を入手しようとしているか 丁寧に見る

ことが必要となってくる。そういったようなところにぜひ関心を持ってほしい。 


